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構真柱施工に関する実験研究
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l.はじめに

逆打ち工法とは,1階の床を施工した後,その下部地

盤の掘削と地下躯体の施工を交互に繰り返しつつ完成さ

せる工法であり,工期短縮,山留め架構の安全確保,周

辺環境への配慮等を図ることができる工法である.当工

法においては,地下躯体の施工が終了するまでの間,地

上および地下躯体の施工時荷重 (固定荷重,作業荷重な

ど)を支持地盤に伝達するため,あらかじめ "構莫柱"

と呼ばれる鉄骨柱を杭コングト ト中に建込む必要がある.

構其柱の建込みは,杭コンクリート打設前に行う先建

込み方式と打設後に行う後建込み方式があるが,打設コ

ンクリー トの流動圧の影響を受けない後建込み方式を取

る方が建込み精度を確保する上で有利である.後建込み

方式の場合,打設した杭コンクリー トは,構奏柱を建込

むまでの数時間の間,硬化することなく構其柱を精度良

く建込めるだけの流動性を保持していることが要求される.

上記の背景に基づき,構莫柱施工の合理化を目指した

一連の研究の初期段階として,構其柱が建込み時にコン

クリートから受ける貫入抵抗値の把握を目的に,逆打ち

工法を採用した (仮称)鍛治町中央西ビル新築工事現場

において貫入抵抗値の測定実験を行ったので報告する.

2.工事概要

現場の工事概要を以下に記す.

工 事 名 :浜松中央西地区第1種市街地再開発事業

(仮称)鍛治町中央西ビル新築工事

企 業 先 :浜松中央西地区第1種市街地再開発組合

工 期 :平成11年4月～平成12年11月

施工場所 :浜松市鍛治町14番地8,他

主要用途 :店舗,映画館,地域冷暖房施設,駐車場お

よび住宅の複合施設

構 造 :SRC,S造 地下1階 地上15,8階

基 礎 :アースドリル杭 (本体棟) 杭径 41,600-

2,300mm長さ19m直接基礎 (駐車場棟)
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3.貫入抵抗値および実験概要

一般に,構其柱がコンクリー トから受ける貫入抵抗値

は,構鼻柱先端断面に働く抵抗力,構鼻柱表面に働く摩

擦力および浮力に分解して考えることができると言われ

ており,以下のとおり表わせる1).

R-Ap+ I≠e+pAe

-Ap+(I≠+ pA)e (1)

ここに,R:コンクリートから受ける貫入抵抗値(N)

A:構其柱の断面積(mm2)

≠:構鼻柱断面の周長(mm)

p:構鼻柱先端断面に働く抵抗応力(N/mm2)

丁:構其柱表面に働く摩擦応力(N/mm2)

β:コンクリートの単位容積重量

(ここでは,2.3t/m3 =2.26×10･5N/mm3)

e:構其柱の貫入深さ(mm)

したがって,貫入抵抗値Rは,貫入深さCに比例 し,

先端断面の抵抗応力pと表面の摩擦応力 Tは,それぞれ

がコンクリートの流動性状と構寅柱の鋼種によって一義

的に決まると仮定すると,貫入抵抗値Rと貫入深さeを

測定することにより算出できる.

以上より,構其柱を模擬した鋼製円形貫入棒 (秦-1

参照)を剛 1て,貫入棒の先端断面に働く抵抗応力pと

表面に働く摩擦応力 Tの算出を目的に,以下に記す貫入

抵抗値測定実験を行い,貫入抵抗値Rと貫入深さeを測

定した.実験は,ケーシングの撤去,構鼻柱架台の設置

およびガイドパイプの設置後 (コンクリー ト打設完了か

ら約90分後)に行った.なお,当工事現場では,横幕柱

建込み時における杭コンクリートの流動性の保持を目的

に遅延剤を添加した.コンクリー トの調合を表-2に示

す.

実験仕様を図-1に示す.実験は,杭径 ≠1,800mmの

杭コンクリー ト中へ,チェーンブロックに吊るした貫入

樺を秒速約10.0mmで自重により鉛直に貫入した.貫入

棒がコンクリー トから受ける貫入抵抗値Rは,貫入申,

引張型ロードセルにより測定した荷重から,貫人前の測

定値を減ずることにより算出した.また貫入深さeは,

杭コンクリー ト上端からの深さとし,巻込み型変位計に

より測定した.実験状況を写真-1に示す.

表-1 鋼製円形貫入捧諸元

直径 断面積 周長 質量

tmm) (mm2) (mm) (N)
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4.測定結果および検討

実験により測定した貫入樺の貫入深さPと貫入抵抗値

Rの関係を図-2に示す (直線は,最小二乗法による回

帰直線).貫入抵抗値Rは,貫入深 さeに比例 して増大

し,(1)式は成立するものと考える.

貫入深さeと貫入抵抗値Rの関係を最小二乗法によっ

て直線回帰 し (相関係数r-0.97),(1)式に基づき貫入

棒の先端断面に働 く抵抗応力pと表面に働 く摩擦応力 T

を求めた結果を表-3に示す.

今回の実験では,貫入棒の先端断面に働 く抵抗力Ap

の大きさが確認 されなかった (p-ON/mm2).これは,

杭径に対し貫入棒の径が極めて小さいこと,またベント

ナイト液の存在により杭コンクリー トの上場部がゲル化

していたことが影響したと考える.実験は,貫入深さβ

が約2,500mmに達した時点で,コンクリー トから受ける

貫入抵抗により貫入棒 (質量235kg)の自重による貫入

が停止し,終了とした.

5.おわりに

逆打ち工法を採用した工事現場において,構鼻柱を模

擬 した鋼製円形貫入樺を杭コンクリー ト (遅延剤添加,

打設完了90分後)中へ貫入し,貫入棒がコンクリー トか

ら受ける貫入抵抗値の測定実験を行い,以下の結論を得た.

･貫入樺がコンクリー トから受ける貫入抵抗値は,貫

入深さeに比例 して増大 した.

今後は,

･スタッドを有する構其柱がコンクリー トから受ける

貫入抵抗値の算定式の提案

･コンクリー トの流動性状の経時変化と貫入抵抗値の

関係の把握

･杭コンクリー トの初期強度の管理

など,構其柱の建込み時に関する研究の他,構異柱架台

の撤去時に関する研究も行い,構鼻柱施工の合理化を目

指す.
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表-2 コンクリー トの調合

スランフ 空気量 水セメント比 粗骨材の最大寸法 細骨材率

(cm) (%) (%) (rrm) (%)

21.0 4.0 51.8 20 47.6

単位量(kg/m3)

水 セメント 細骨材率 粗骨材 混和剤*

194 375 810 1017 0.75
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図-1 貫入抵抗値測定実験仕様

写真-1 実験状況

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

ハU

5

0

5

0

5

｢-

｢
】

･-

1

(Z
)
H
撃
霊
留

Y紙

▲▲▲

▲ノ■ +▲

▲▲

▲ ▲▲ R-0.84/- 89.14

▲

14 ,-0,97

コンクリート上端からの質入深さ/(mrl)

図-2 貫入深さe-貫入抵抗値R

表-3 測定結果

実施条件 貫入時

材齢 貫入速度 貫入深さ P Z-

(min) (mm/S) (mm) (N/mm2) (N/mm2)


